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「教職課程年報第 17 号」の発刊に寄せて 

 

教職支援センター長 

三 宅 茂 夫 

 

 「少子化の一層の進行」「教員など（以降、就学前教育・保育施設の保育者を含む）の不足」

「教職課程等履修者の減少」などが社会的な問題となるなど、教育（保育を含む）の現場、教

員養成校などを取り巻く状況は大きく変化しています。それらは教員採用試験の実施時期の前

倒しに繋がり、さらに実習をはじめ養成課程カリキュラムの見直しなど教員養成のあり方その

ものを大きく変えていく可能性があります。一方で、社会状況の変化は著しく、新たな時代へ

の要請は、「強みと専門性」を備えた教員などの養成であり、専門職種の教育力・ICT 活用力・

学校間連携教育・語学力・インクルーシブ教育・地域連携・SDGs・STEAM 教育などに関係する

力を備えた教員を養成するためのカリキュラムが求められるようになってきています。 

 これらを受けて、教員の養成・採用・研修にかかわる昨今の動向として、文部科学省が示し

た「令和の日本型学校教育」を担う教員の在り方があります。教職課程改革を念頭に置いた答

申では、「教師に求められる資質能力の再定義」や「教員免許の在り方・教員免許更新制の抜本

的な見直し」などが示され、それらを受けて進められている教育職員免許法など関係法令の改

定に向けては、専門性の広がりや他校種教員免許との併修などがポイントとなる見通しです。

そのひとつに小学校教諭免許課程と中学校教諭免許課程の併修を進めるなどのねらいがありま

す。この背景には、教員のなり手の減少や早期退職者の増加、少子化による各校種の教員配置

への影響、小学校高学年の教科担当制の導入、家庭科・体育科・技術科など高度な専門性が求

められる教科における顕著な教員不足などがあります。 

 そうした時代の大きなうねりの中においても、これからの社会や時代を担っていく人材を育

成する学校の役割や、子ども一人一人がそれぞれに思い描く幸せや夢を実現し、明るく豊かな

未来を、共に創っていく教師の役割に違いはありません。教育観を教員自らが絶えず探求し続

け、明確にし、具現化できる資質・能力を修得し、さらに洗練していく必要があります。また、

対象とする子どもを深く理解し、教育の不易流行に基づき、各々の時期にふさわしい教育を担

っていくために、豊かな人間性の上に当該分野に関連する教育の専門性に基づいた実践力を育

成していくことに変わりはありません。 

 養成する側には、それぞれの校種や教科等において求められる教員像・教育観を明確にし、

時には迷うこともある学生たちに「よい教員になりたい」「子どもたちの心を動かす、いい授業

がしたい」といった動機を高めつつ、さらに変化する教育課題に向けて養成教育を変化・改善

させていく必要があります。また、大学の養成段階では、教員に必要な基礎的・基盤となる力

を身につけていくことが求められます。そのプロセスは、日々先生方に取り組んでいただいて

おりますように、教えられるままの受け身な態度で学修するのではなく自らが主体的に学んで

いくことで、将来子どもたちの「主体的、対話的で深い学び」を指導していく際の素地となる

はずです。そうした学びの機会や環境がそれぞれの授業でさらに豊かに展開されることをお願



教育実習を終えて 

 

日本語日本文学科 ４回生 

橫 川 弥 玲 

 

 教育実習生として過ごした 3 週間は、毎日が学びの連続であり、大学の授業だけでは経験で

きない新鮮で刺激的な日々だった。 

 まず、国語の授業をする難しさを痛感した。これまで大学の授業で何度か国語の授業実践に

挑んだが、その時の教材研究が甘かったことを思い知った。自分の中で理解できることが、必

ずしも生徒も理解できるとは限らない。生徒の目線に立ち、教材を様々な角度から研究する必

要性があることに気づかされた。板書や発問も、常に生徒の立場を考えながら、見やすさや分

かりやすさを考慮して計画していきたいと考える。また、教材研究から得た知識を全て生徒に

「教える」のではなく、「気づかせる」生徒主体の授業を展開することの難しさを実感した。私

はどうしても一方的に「教える」授業になってしまい、生徒が自主的に考える時間を奪ってし

まう授業しかできなかったと反省している。研究授業で沢山の先生方から頂いた改善策やアド

バイスを胸に、4 月から教壇に立ちたいと思う。そして、国語の魅力に生徒自身が気づけるよ

うな授業を展開していきたい。 

 次に、生徒と関わることの大切さを学んだ。私が担当した中学 3 年は、最高学年の威厳を持

ち合わせた、純粋で元気な笑顔溢れる温かい学年だった。高校受験に向けて勉強に力を入れな

がら、最後の中学生活・学校行事をめいっぱい楽しんでいる生徒の姿を見て、「もっとこの子た

ちの力になりたい」と心の底から感じた。その気持ちから、やりとり帳（生徒と一言交換日記

ができる連絡帳のようなもの）の返事を書くことに力を入れ、休み時間の他愛無い会話を大切

にするよう心がけた。すると、表面を見ているだけでは気づかなかった、生徒の抱える進路の

悩みや将来の不安を打ち明けてくれることに繋がった。実習最終日に別れを惜しんで涙を流し

てくれた生徒の姿を思い出すと、今でも心がじんわりと温かくなる。生徒と先生が互いに信頼

し合える関係性を築いていくためには、常に生徒と向き合うことが必要不可欠である。日々の

些細なやりとりや関わりを大切にすることで、生徒が心を開いてくれるチャンスを掴むことが

できると確信している。 

 「先生になりたい」という思いが、教育実習を通してより一層強くなった私に、ある先生の

この言葉が響いた。「先生が落ち込んでいると、生徒もどんよりする。先生が笑顔でいると、生

徒も自然と笑顔になる。だから私は常に笑顔を絶やさない先生でありたい」。私の理想の教師像

を見つけた瞬間だった。 

自分の未熟さや生徒とともに過ごす時間の楽しさ、そして教師という仕事のやりがいを、教

育実習で体感し、経験することができた。この初心を忘れることなく、これから続く教師人生

を全うしていきたい。 

－2－ －3－

いするところです。 

 おかげさまで今年度も多くの学生たちが夢を叶え、新たに教壇に立ちます。教育実習をはじ

め教員採用試験などに向け、日々学生たちのために一方ならぬご尽力いただきました関係のみ

なさまに心より感謝申し上げます。これまで着実に努力し、晴れて教員になる学生のみなさん

に敬意を表すとともに、教員として大きく成長されていくことを心より願っております。教壇

に立つことは教員としてのスタートに他なりません。これからも幾多の喜びと試練が待ち受け

ていることと思います。何か困りごとや悩みごとができた時には、ささやかなことでも教職員

に連絡をください。いつもでもわれわれは、みなさんの応援団です。 

 これから教師を目指すみなさんは、さらに多くの学修や経験を積み重ねていくことになりま

す。教壇に立ったその時をイメージし、希望をもってこれまで以上に主体的に取り組んでいっ

てほしいと思います。そうした中で学ぶ楽しさを大切に、常に専門性を高め、実践的な資質を

身に付ける努力と常に進歩する自分を探求していく態度を培っていって下さい。 

 教職支援センターは、今後も資質の高い教員養成、特色ある教員養成、学び続ける教員の養

成を目指し、また教職を志すみなさんの目標実現を図るために全学的に教職課程を統括する組

織として教育部門と事務部門が一体となって支援を行っていきます。 

 


